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「自分はどんな性格だと思いますか？　そう

思う理由をいくつか書いてください」― 2012

年夏に開催された日本心理学会主催の「高校生

のための心理学講座シリーズ」において，私は

この問いを発することから授業を始めました。

名古屋大学において，高校生を対象に毎夏開催

される「学びの杜」でも，同じ問いから体験講

座をスタートしました。ここでは，これらの授

業について紹介します。

心理的なものをどう測る？

先の問いには後で戻るとして，授業を進めま

しょう。次の問いに○，×，？の三択で答えて

ください。「垂直跳びの記録，A さんは 60cm，

B さんは 75cm でした。この結果から，B さん

は A さんより 15cm 高く飛べたと言えるでしょ

うか？」 素直に考えれば 75cm － 60cm ＝

15cm ですから，この答えは○とします。

では，次はどうでしょう？　「C さんの 2 学

期の国語テストの得点，中間テストは 80 点，

期末テストは 60 点でした。この結果から，C

さんの国語力は 20 点低下したと言えるでしょ

うか？」 今度はそう単純ではありません。ま

ず，中間と期末のテストが，どちらも同一の国

語力なるものを測っているかどうか考える必要

があります。仮に同一の国語力を測っていると

しても，スケール（目盛り）や難易度が同じか

どうかを確かめないと，値を直接比較していい

かどうかわかりません。そもそも国語力という

ものが，中間と期末の間くらいで低下するとは

考え難いです。よって，この答えは×です。

長さや重さや時間など物理的なものは，物理

的に存在し，その概念が一意に定義づけられ，

物差しや秤などで特性を直接的に測定すること

ができます。これに対し，性格や感情や能力な

ど心理的なものは，抽象的な構成概念であり，

一意に定義づけることが難しく（「知能」の定

義は研究者によってさまざまです），物差しや

秤などで直接的に測ることができません。

しかし，私たちは日常的に，性格の良し悪し

とか能力の高低など，心理的なものの程度を評

価しています。それを測る物差しが無いにもか

かわらずです。では，どうやって測っているの

でしょうか？　おそらく，国語のテストを通し

て国語力をみようとしたように，思考，行動，

言動，知識，成果物などをみることにより，性

格や能力を捉えていると思います。つまり，性

格や能力などが，思考，行動，言動，知識，成

果物などに表れる（影響する）と暗黙のうちに

仮定し，それらを通して間接的に心理的なもの

を測定しているのです。間接的に測定している

ということは，それだけブレる可能性があると

いうことです。誰かの話を聞くとき，本人から

直接聞くのと，人づてに間接的に聞くのとでは，

ニュアンスが異なったり，内容がずれたりします。

最初の質問に戻りましょう。自分の性格の理

由として挙げたことは，どんなことだったでし

ょうか？　もしそれらが，思考や行動など，性

格が表れると仮定しているものであるとした

ら，捉え方が異なれば，違った性格が見えるか

もしれません。思い込みでそう見えているだけ

かもしれません。心理的なものの測定は，そう

いう可能性を含んだものなのです。

心理的なものを捉える
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質問紙調査の体験学習

ここから先は，主として「学びの社」の内容

です。

心理学の研究においては，心理的なものを測

定する方法として，質問紙調査がよく用いられ

ます。そこで，実際に自分たちで質問紙を作成

し調査するという体験学習を次に行います。

参加者を 3～ 5名のグループに分け，測定した

いものを，筆者が挙げた候補（適応力，まじめさ，

など）の中から選んでもらいます。そして，概念

の定義づけと項目作成を各グループで行います。

各グループの質問紙が完成したら，それらを

綴じた調査冊子を人数分作成し，全参加者に全

ての質問項目に回答してもらい，集計します。

「作って終わり」ではない

データ集計にはそれなりの時間がかかります

ので，別室で TA に集計してもらっている間に，

参加者に次の質問をします。「皆さんは，測ろ

うとする心理特性の定義を考え，質問項目を作

成し，質問紙にしました。その質問紙で，測り

たいものを測れると言えるでしょうか？」

物理的なものは，物差しや秤を使って，直接

かつとても精度の高い測定ができます。規格に

合った物差しや秤を作ったら，それを使って，

望む測定を行うことができるでしょう。これに

対して心理的なものは，測定ツールの規格があ

るわけでもなく，また，間接測定ですので，測

定の精度（信頼性）や，捉えたい特性を的確に

捉えていると言えるか（妥当性）を確認する必

要があります。「つもり」で作っていただけで

は不十分で，「なるほど。そう言っても良さそ

うだ」と言わしめる証拠固めが必要なのです。

これは，いわゆる「テスト」についても当て

はまることです。これまで何度もテストを受け

て来たと思いますが，テスト「で」評価される

だけでなく，テスト「を」評価することを忘れ

てはなりません。

結果のフィードバック

データが集計できたら，参加者に結果のフィ

ードバックを行います。それぞれの尺度につい

て，合計点のヒストグラム，平均，標準偏差

（SD），α係数（信頼性の指標となる値），各項

目を削除したときのα係数などを提示し，改良

の余地などについて検討します。

表は高校生が作成した「まじめさ」尺度です。

概念の定義は，「自らの行動に責任を持ち，何

事にも真剣に取り組むことができるという性

質」であり，合計得点の平均＝ 30.55，SD ＝

5.37，α＝ 0.76，項目 3（または 4）を削除した

ときのα＝ 0.70 などとなっています。

授業後のアンケートから

授業後のアンケートを見ると，自分たちで尺

度を作るグループワークが最も印象に残るよう

です。また，心理学に対する印象が変わった，

思っていたより奥深い，理系の勉強も必要とは

思っていなかったので驚いた，などの感想が述

べられています。
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私の出前授業

表　高校生が作成した「まじめさ」尺度

　各項目について「1.当てはまらない」「2.どちらかとい
えば当てはまらない」「3.どちらともいえない」「4.どちら
かといえば当てはまる」「5.当てはまる」の5段階で評定
して下さい。
①決められた規則を守る
②集合時間によく遅れる（逆転項目）
③できる限りの努力をする
④物事を中途半端にしない
⑤待ち合わせに遅れそうなときは連絡するようにしている
⑥ルールを守らない人を見ると不快な気分になる
⑦自分で必ずやると決めている習慣がある
⑧勉強中に携帯電話等に触らないように努める


